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論文内容の要旨

本論文は、空間周波数フィルタリングによって視覚パターンの認識の問題における基本的分野、す

なわち画像処理と特徴抽出を有効に行なってゆくための研究について述べている。

画像処理は、与えられた認識対象としての画像(本論文では特に文字図形)の本質的情報を強張し、

不必要な雑音成分を抑圧することを目的とするが、本論文で提案された新方式が、これを十分に満足

させるものであることが、種々の角度から述べられている。

画像処理とならんでパターン認識において不可欠な特徴抽出の問題に対して、本論文では 8-Fou回

rier 法ならびに φ空間フィルタ法が提案されており、与えられたパターンの幾何学的特徴が簡単なフ

ィルタ系によって組織的に抽出可能で、あること等が述べられている。

最後に以上の緒方式を実際にパターン認識方式に組み込み、コヒーレント光を用いた光学システム

によって実現するための技術的諸問題の検討がなされている。

論文の審査結果の要旨

在来のパターン認識においては、パターンの変形、変位、強度変化などを標準形に直すための、い

わゆる前処理を必要とする。本研究は、第一にこの前処理を必要としない特徴抽出法として、空間周

波数面に直交性空間フィルターを挿入した、空間周波数フィルタリング法を実現する光学的処理方式

の新提案を行なった。第二に“かすれ"“にビみ"などの雑音除去と、非本質的な情報成分除去のため

の帯域フィルターの設計法を提案した。

この 2 提案は、従来のパターン認識機械と、原理と発想、法にわいて異なり、新しい方式と問題の提
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起をするものとして、この分野における貢献大なるものありと認められる。よって本論文は博士論文

として価{直あるものと言忍める。
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